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凸凹なライフをおくる
私たちのニュースレター

今号のトピックス
・5月19日（金）熊本大学でのゲスト講義を行い
ました

・4月28日（金）JR九州さまとの意見交換会に参
加しました（熊本県発達障害当事者会Little 
bit）

・『健康で文化的な最低限度の生活』（柏木ハル
コさん）取材協力しています（一般社団法人精
神障害当事者会ポルケ）

特定非営利活動法人凸凹ライフデザイン

HP：https://unevennpo.wixsite.com/decoboco
FB：https://www.facebook.com/uneven.npo
Twitter：https://twitter.com/uneven_npo

Mail：uneven.npo@gmail.com

発達障害当事者力 発見・創造・発信 報告
2023年5月19日（金）14：40～16：10 熊本大学

熊本大学でのゲスト講義を行いました

◀古田先生、Little 
bitメンバーの須藤
さんと、私の3人で
の打合せ“女子会”
でいただいたス
イーツ。熊本大学
そばのお店です。
おいしいものがあ
ると、話も滑らか
になりますね。

熊本大学でのゲスト講義の機会をいただきました。

熊本県発達障害当事者会Little bitのメンバー須藤さ

んと一緒に、発達障害当事者の立場から、私たちの生活

の実際と当事者活動の意義について特にお伝えしまし

た。

今回は学生さんの人数も多いということもあり（教養科

目、理系の学部生のみなさま）、新たな試みとして当事

者同士の掛け合いを取り入れました。発達障害の多様

性をお伝えしたく、普段私たちが当事者会で話す時の

ように、お喋りを聞いていただくイメージで進めました。

「私は線維筋痛症もあっていつも体が痛いんだけど、須

藤さんはそんなことはない？」「私は逆に間隔の鈍麻が

あって、痛いはずなのに気付かなかったりします」「それ

はそれで大変そうだね…、でもちょっとうらやましい」

「整体に行くと、すごく凝ってるのに痛くないの？って

言われます」…

学生さんがどのように受け止められたかまでは分かり

ませんが、今後ご感想がいただければ良いなと思いま

す。

今回の機会は教育学部の古田教授よりいただきました。

私たちの活動の意義をことばにしていただき、準備段

階から励ましていただきました。

学生さんからはご質問もいただきました。

ご自身の経験に基づく的

確なご質問で、場の意義

を深めていただけました。

今回私たちの話を聞いて

いただいたのは、理系の

学部生の方々でしたので、

近い将来、私たち当事者

の生活を支える立場にな

る方もいらっしゃるのだ

と思います。

地域で、頼りになる方々

が育っておられることを

とても心強く感じた時間

となりました。



わたしたちの活動は
みなさまのご寄付に支えられています
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☆賛助会員も募集しています！詳しくはHPをご覧ください。

凸凹ライフデザインホームページ「コラ
ム；障害当事者として生きるということ」
ページを更新しています

報告
2023年4月28日（金）9：30～12：00 JR九州熊本支社

JR九州との意見交換会に参加しました（熊本県発達障害当事者会Little bitへ協力）

「社会的弱者自立支援事業」の一環とし
て、当団体のHPにコラムページを新設
しました。
長年、障害当事者として活動を展開さ
れている5名の方々に、当事者や周囲
の方々の生活、考え方の参考やきっか
けになるコラムを執筆いただいていま
す（順次掲載中）。
現在、子どもも成人も新たに発達障害
の診断を受ける方が多くいらっしゃい
ます。また、発達障害者の多くが精神疾
患にも悩んでいらっしゃると思います。
多くの当事者と出会い、話し合い、考え
を深め、その経験と知見を社会に還元
している方々です。
ぜひご一読ください。

▲コラム「障
害当事者とし
て生きるとい
うこと」ペー
ジ

コラムページ
QRコード▼

小学館ビッグコミックスピリッツ『健康で文化的な最低限度の生
活』（柏木ハルコさん）取材協力しています（一社）精神障害当
事者会ポルケ）

2023年5月29日発行（第26号）より、『健康で文化的な最低限度の生
活』新章がスタートしました。
精神障害、災害がテーマとなっているということで、連携団体の精神障害
当事者会ポルケとして昨年9月頃より継続的にご取材をいただいていま
す。
作者の柏木ハルコさんはとても素敵な方で、いつも熱心に私たちの話に

耳を傾けてくださいます。小学館のご担当の林さんも毎回、真剣に向き
合ってくださいます。
いよいよ連載スタート、目が離せません！ぜひみなさんご注目ください。
一コマ一コマの繊細な絵にも引き込まれます。

4月28日、熊本の障害者団体熊本県発達障害当
事者会Little bitととして、JR九州との意見交換
会に参加しました。
JR九州のご担当者よりバリアフリーの現状等につ
いて詳細なご説明があり、障害当事者として心強
い思いがしました。私たちからは発達障害者団体

として、運行状況等の情報提供方法の充実や、当
事者団体が参画する形での社員研修などを要望
として提出しました。

その後、熊本駅構内をご
案内いただきました。私
たちから、カームダウン
スペースを詳しく見たい
と申し出たところ、「多目

的室」をカームダウンスペースとして利用で
きる旨ご説明を受け、設備等も詳細に見学
することができました。もしも駅で具合が
悪くなったときには、我慢せず駅員さんに
休みたいと申し出てみようと思えました。
今後も継続的に今回のような機会を多くの

企業様が取り入れてくださることを期待し
ます。
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